
郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

大
国
主
命
の
子
が
主
祭
神

鴨
都
波
神
社
（
御
所
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
御
所
市
（
宮
前
町
）
５
１
３

（
祭
神
）
積
羽
八
重
事
代
主
命

下
照
比
売
命
、
建
御
名
方
命

（
文
化
財
）
ス
ス
キ
提
灯
献
灯
行
事
は
県

無
形
民
俗
文
化
財

（
交
通
）
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
御
所
駅
か
ら
徒
歩

約

分
。
無
料
駐
車
場
約

台

（
電
話
）
０
７
４
５
・

・
２
１
７
６

鴨
都
波
神
社
本
殿
‖
御
所
市
の
宮
前
町
で

近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
御
所
駅
の
南

に
位
置
す
る
鴨
都
波
神
社

は
、
古
事
記
に
記
さ
れ
る
国

譲
り
の
神
、大
国
主
命
の
子
、

積
羽
八
重
事
代
主
命
を
主

祭
神
と
し
て
、
第
十
代
崇
神

天
皇
の
御
代
に
創
建
さ
れ
た

と
伝
わ
り
ま
す
。

事
代
主
命
は
こ
の
地
を
本

拠
と
し
て
い
た
古
代
豪
族
の

鴨
氏
が
崇
拝
し
て
い
た
神
で

す
。御

所
市
内
の
高
鴨
神
社

（
上
鴨
社
）
に
対
し
下
鴨
社

と
も
呼
ば
れ
、
鴨
氏
が
こ
の

地
か
ら
京
都
を
は
じ
め
全
国

に
広
め
た
鴨
（
加
茂
）
社
の

ル
ー
ツ
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

２
０
２
１
年
に
は
本
殿
左

右
に
主
祭
神
の
父
神
を
祭
る

三
輪
社
・
出
雲
社
が
再
興
さ

れ
、
明
治
以
前
の
祈
り
の
形

が
整
い
ま
し
た
。

境
内
か
ら
広
が
る
弥
生
時

代
中
期
の
「
鴨
都
波
遺
跡
」

か
ら
は
、
農
具
や
住
居
跡
が

多
数
発
見
さ
れ
、
鴨
氏
は
早

い
時
期
か
ら
水
稲
耕
作
を
始

め
る
な
ど
、
先
進
的
な
氏
族

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

毎
年
７
月
と

月
に
行
わ

れ
る
「
ス
ス
キ
提
灯
献
灯

行
事
」
は
、
五
穀
豊
穣
を

願
い
江
戸
中
期
に
始
ま
っ
た

と
さ
れ
、
上
か
ら
２
・
４
・

４
張
り
３
段
の
提
灯
を
稲
穂

に
見
立
て
、

基
余
り
の
提

灯
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

な
お
御
所
市
中
心
部
に
は

町
名
（
大
字
名
）
が
な
く
、

同
社
も「
同
市
５
１
３
番
地
」

が
正
式
な
住
所
で
す
。
地
元

民
は
番
地
で
場
所
が
わ
か
り

ま
す
が
、
配
送
業
者
な
ど
の

便
宜
の
た
め
、
通
称
名
を
つ

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

小
林
誠
一
）


